
 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度より、釜石祥雲支援学校でお世話になることになり

ました 外舘 と申します。児童生徒にとっての学びや生活が

より充実したものになっていくよう、進路支援を含め、職員

一同、保護者の皆様と手を取り合いながら、進んでまいりた

いと考えております。 

新年度を迎えてから、早いもので１か月が経過しようとし

ています。 

 ４月７日（木）、翌８日（金）の入学式も無事に終わり、

翌週には、この時期には珍しい夏日となる日もあり、児童生

徒の新年度のスタートを応援するかのように、桜も一気に開

花しました。児童生徒も暖かな日差しの下、目標をもって新たな学年、環境の中での学びに取り

組んでおり、元気に挨拶をする姿、前向きに学習に取り組む姿からは、「１年後は、どんな成長を

した姿を見せてくれているのだろう」という期待感を感じるところです。 

 さて、年度始めの「進路だより」ということで、改めて、進路、そして将来、生涯に渡っての

生活を考える上で、大切にしたいことを考えたいと思います。 

 右下にまとめた項目は、以前、職業センターの方の講義で伺った「進路支援の上で大切にした

い内容」をまとめたものです。様々な項目がありますが、「生活習慣の確立」、「挨拶、返事」、「日

常生活能力（手伝いなど、日常場面での役割）、「社会生活能力（交通機関、金銭利用等）」等、日

常生活の中で大切にしたい習慣や経験を積み重ねていくことが、将来の生活においても土台とな

り、大切にされるべきということかと思います。 

 小学部や中学部のうちは、「進路」という言葉

からイメージがもちにくい面もありますが、日常

生活の中で大切にしたいことを、積み重ねていっ

た何年後、将来の姿と、集団や社会の中での自分

の楽しみ、良さ、得意を生かした役割というイメ

ージで考えると、少しだけイメージがしやすくな

るかもしれません。 

 今、学んでいることが、今の生活を充実させ、

その積み重ねが、将来の生活の充実、希望進路の

実現につながるという思いを、保護者の皆様とひ

とつにしながら、歩んでいきたいと思います。今

年度、どうぞよろしくお願いいたします。 
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                        この春、12 名の方々が高等部を卒業し、社会人の仲間入り 

                      をしました。この場をお借りして現在の様子を一部ですがご紹 

                      介したいと思います。（全員載せられなくてすみません。） 

 

 

 

 

 

卒業生の様子 

今年度の進路担当職員です。進路に関してご不明な点などがありましたら、各学部の 

担当職員までご相談ください。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

   斎藤道幸（高等部）  菅野崇子（高学部）   梅田良隆（中学部）  刈屋知子（小学部） 

 

進路担当職員の紹介 

先日お配りした進路希望調査①（対象：小学部２年生～高等部３年生）

の提出が 5 月 6 日(金)までです。提出がまだの方はよろしくお願いします。 
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